
１. 解 題

本資料は, 戦後日本の企業家の海外視察体

験が企業経営活動に与えた影響を分析する研

究の一環として行われた, 塩川正十郎氏のオ

ーラル・ヒストリーの全文である１)｡ 塩川氏

は衆議院議員 (自由民主党) を長く務め, 党

の要職にくわえ, 第一次小泉純一郎内閣の財

務大臣など複数の内閣の大臣職を歴任してき

た政治家としてよく知られている (表１参照)｡

しかし, 塩川氏が若き日に実業界に身を置い

て青年会議所の設立と運営に携わっていたこ

と, そして大阪府布施市の助役として����年
の東大阪市誕生に奔走したことなどはあまり

知られていない２)｡

われわれは, こうした塩川氏の政治家にな

る前のキャリアのうち, 企業家としてのキャ

リアに注目してインタビューを行った｡ その

理由は以下の通りである｡ 周知のように, 戦

後日本の企業家たちは, 積極的に欧米経営技

法を導入して ｢日本的｣ 経営技法を形成して

きた｡ そのなかで重要な役割を果たしたもの

として, 日本生産性本部 (現・社会経済生産

性本部) による海外視察団があげられる｡ 先

行研究が明らかにしているように３), 海外視
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１) オーラル・ヒストリーとは, 聞き手と語り手
の共同作業によって, 語り手が経験した過去の
出来事を語りの形で記録に残した口述資料のこ
とである｡ オーラル・ヒストリー研究にかんし
ては, 御厨貴 『オーラル・ヒストリー：現代史
のための口述記録』 中央公論新社, ����年；ポ
ール・トンプソン (酒井順子訳) 『記憶から歴
史へ：オーラル・ヒストリーの世界』 青木書店,����年を参照｡ また, オーラル・ヒストリーを
利用した最近の研究成果として, 南雲智映・島
西智輝・梅崎修 ｢地域別統一労働協約締結に至
る労使交渉過程 (����～����年)―東京金属産
業労働組合の事例―｣ 『日本労働研究雑誌』 第���号 (����年３月), ������‒���がある｡

２) 東大阪市は��年に布施市, 河内市, 枚岡市が
合併して誕生した｡
３) 木下順 ｢日本の生産性向上運動・試論―〈訪
米〉 の意味―｣ 『國學院経済学』 第��巻第２号
(����年��月), ����‒��；沢井実 ｢生産性向上
運動の展開｣ (通商産業省通商産業政策史編纂
委員会編 『通商産業政策史 第６巻』 通商産業
調査会, ����年, 所収)；壽永欣三郎・野中い
ずみ ｢アメリカ経営管理技法の日本への導入と
変容｣ (山崎広明・橘川武郎編 『日本経営史４
｢日本的｣ 経営の連続と断絶』 岩波書店, ����
年, 所収)；同 ｢日本企業の経営管理の近代化
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察団は様々な分野における欧米経営技法を日

本企業に紹介した｡ しかし, 先行研究では欧

米経営技法の導入プロセスにおける人的側面,

すなわち視察団参加者が海外視察体験を通し

て欧米経営技法をどのように認識し, 自らの

経営技法に反映させていったのかという点は

必ずしも明らかではない｡ 塩川氏は, ����年
の渡欧青年会議所視察団に参加し, 約２ヶ月

にわたって欧州の経営技法を視察してきた４)｡

塩川氏はその後政治家へ転じることもあり,

その経験が企業家活動に与えた影響は限定的

であるが, その海外視察体験は上記の点を明

らかにするうえで大いに参考になると思われ

る５)｡

聞き取りは, ����年４月２日に塩川氏の個
人事務所で行われた｡ 多忙な時間を割いて聞
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表１ 塩川正十郎氏の略歴および関連年表

年 事 項����������������������������������������������

大阪府に出生
慶應義塾大学経済学部卒業
三晃株式会社設立, 代表取締役
(日本青年会議所設立)
(日本生産性本部設立)
布施市青年会議所理事長
弘容信用組合常務理事
渡欧青年会議所視察団に参加
布施市助役
東大阪三市合併協議会事務局長
衆議院議員当選, (東大阪市誕生)
内閣官房副長官
運輸大臣
文部大臣
東洋大学理事長
内閣官房長官
自治大臣
(社会経済生産性本部発足)
財務大臣
政界引退
東洋大学総長

資料) 日外アソシエーツ人物・文献情報 ｢�������｣,
首相官邸ウェブサイト(��������������������������������������������������������������) および本
資料より作成｡

注) 役職は就任年を示す｡ 関連事項は括弧で表示した｡

表２ 渡欧青年会議所視察団参加者名簿

氏名 所属 役職

高島浩一
笠原悟
川田嘉一郎
小島五十人
松下文昭
中田新三
大ノ木英雄
尾関守
桜井尚二
塩川正十郎
芦沢新二

共英製鋼㈱
多久鉱業㈱
㈱小島洋紙店
㈱法華クラブ
松文興業㈱
中田㈱
㈱大ノ木建設
早稲田大学
㈱三協洋紙店
三容起業㈱
三和鉄軌工業㈱

取締役社長
取締役
取締役社長
専務取締役
取締役社長
取締役社長
常務取締役
第一理工学部教授
取締役社長
代表取締役
常務取締役

資料) 日本青年会議所編 『西欧の経済と経営者―資本主
義の社会化を見る―』 日本生産性本部, ����年, お
よび筆者ら作成 ｢海外視察団データベース｣ より作
成｡

注) 掲載順および役職名は ｢海外視察団データベース｣
にしたがった｡

―アメリカの政府機関の活動を中心に｣ 『商学
論纂』 第��巻第３・４号 (����年３月), �����
‒���；大内章子 ｢欧米経営技法の導入―昭和��
年代生産性向上運動に見る―｣ 『三田商学研究』
第��巻第６号 (����年２月), ������‒���；佐
々木聡 『科学的管理法の日本的展開』 有斐閣,����年；尾高煌之助 ｢アメリカの工場・日本の
工場｣ (東京大学社会科学研究所編 『��世紀シ
ステム３ 経済成長Ⅱ 受容と対抗』 東京大学出
版会, ����年, 所収)；�・ウェザーズ・海老
塚明 (編) 『日本生産性運動の原点と展開』 財
団法人社会経済生産性本部・生産性労働情報セ
ンター, ����年など｡

４) 視察団参加者は表２を参照｡ 同視察団の報告
書は, 日本青年会議所編 『西欧の経済と経営者
―資本主義の社会化を見る―』 日本生産性本部,����年にまとめられている｡
５) 森直子・島西智輝・梅崎修 ｢日本生産性本部
による海外視察団の運営と効果―海外視察体験
の意味―｣ 『企業家研究』 第４号 (����年６月),�����‒��は, 海外視察団の量的側面と制度的
側面から海外視察の実態と視察体験の意味を考
察している｡
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き取りに応じてくださった塩川氏, そして本

資料をまとめるにあたってご協力いただいた

吉川由紀子氏 (塩川正十郎事務所) および片

岡裕子氏 (ペンハウス) に心より感謝申し上

げる｡ なお, 本資料は����年度立教大学学術
推進特別重点資金研究助成 ｢戦後日本企業・

労働組合による生産性向上運動の推進 日

本生産性本部海外視察団を中心に ｣ の研

究成果の一部である｡

２. 塩川正十郎氏オーラル・ヒストリー

家業を手伝いながら青年会議所と信用組合

を設立

私どもは生産性本部の研究をしており

まして, 海外視察団にどういう人たちが行っ

たのかということと, とくに昭和��年代とい
うと, いまからもう��年以上前になるわけで
すけれども, その時代にアメリカを直に目で

見てこられた方が, その後の日本の発展にど

のような貢献をなさってきたのかということ

に関心を持っております｡ 昔, 海外視察団は

昭和の遣唐使というふうに言われていました

けれども, その遣唐使体験を聞くというのが

私どもの研究プロジェクトでございます｡

たまたま生産性本部の方から視察団に参加

された方々の名簿を手に入れまして, そのデ

ータを打ち込んでいるときに����年の青年会
議所視察団という視察団の参加者に塩川さん

のお名前を見つけました｡ そこで塩川さんの

視察経験はいったいどういうものだったのか

なとお話を聞かせていただきたいと考えまし

て, 直接お手紙を差し上げてお願いをしたん

です｡ (昭和) ��年代のことを聞くのはなか
なか難しいとは思ったのですが, きょうはお

話を聞かせていただけるということで, 大変

うれしく思っております｡ よろしくお願いい

たします｡

この視察団のことをまずお聞きすることに

なると思うんですけれども, その前に, 政治

家としての塩川さんは私どもよく存じている

わけですけれども, もともとは会社の取締役

をなさっていて, その後布施市の青年会議所

を立ち上げられたという, この辺の経緯から

お聞きかせください｡ それがたぶん視察団に

参加する切っ掛けになると思いますので｡

塩川 私は, 復員してきましてから学校へ復

学しようと思って行ったんですけれども, 休

講の連続でしたので, (昭和) ��年から��年
ごろまで, 親父の漁網の製造会社を手伝って

いました｡ この製造会社というのは, 蛙股方

式という機械で編む漁網でして, 定置網に使

う網なんです｡ 昭和��年の南海地震で, 売っ
た魚網がぜんぶ太平洋に流れてしまったんで

す｡ 主として大分県の臼杵, それから高知県

の足摺岬の清水, 宿毛, それから和歌山のほ

うの田辺, そのへんの漁業協同組合に売って

おったんですが, それが不良債権となったの

で整理し再建しました｡

その当時, ちょうど昭和��年に大阪市で青
年会議所ができまして, 私は ｢布施でもつく

ったらどうだ｣ ということをサントリーの佐

治 (敬三) さんや森下仁丹の森下泰 参議

院に出てきましたね｡ その連中と, 要するに

同じ年代の仲間ですから話をし, それで布施

で昭和��年に青年会議所をつくったんです｡
それがつくった経緯なんです｡

その間, 私は先ほど言った漁網会社の整理

と再建に努力していました｡ 私の親父がずっ

と長いこと市長をやってましてね｡ そこで戦

後, 市の幹部職員は辞めざるを得なくなって,

大幅に親父が整理したんです｡ 退職させたん

ですよ｡ その者を救済するために, 昭和��年
に信用組合を設立しました｡ それまでは, 市

街地信用組合法というのがありまして, それ

がいまの信用金庫になったんです｡ そして,

これを正式に大蔵省の所管金融機関に昇格さ

せたんです｡ そうしますと, 商工会議所とか

通産省がそれに替わるものとして, 中小企業

協同組合法に基づく信用組合というものが,

企業家の海外視察体験 ���
���������������������������������������������������������������



制度としてできたんです｡ それが昭和��年な
んです｡

それを親父が, 市役所の退職者が仕事がな

いものだから, それを組織して信用組合をつ

くったんです｡ そういうことがあったもので

すから, なかなか信用がつかないんですね｡

といって, 私らは馴染んできた信用組合が信

用金庫になってしまって昇格したし, 新しく

制度ができたというけれども, 協同組合法に

よるところの信用組合だから, 信用を補完す

るために私はそこの常務理事に入って手伝い

を兼ねておったんです｡

論文提出をきっかけに視察団メンバーに選

ばれる

塩川 昭和��年に中小企業向けの退職金共済
法と中小企業退職事業団ができたんです｡ た

しか, 昭和��年だったかなと思うんですが,
それは政府機関ですね｡ 全国に, 中小企業の

いわゆる労働条件, 即ち採用や人材養成はど

うするかとか, 給与の交渉, 退職金の問題,

就業規則の問題とあったんです｡ たしか７分

野ぐらいあったと思うんですが, そのなかの

ひとつの退職金問題について, 退職金事業団

が論文を募集したんです｡ 私は, このとき青

年会議所の役員と同時に布施の商工会議所の

役員もやっておったんです｡ 私も一回, 応募

してみようというので, 自分が関係しておっ

た魚網会社と鋳物会社の従業員を対象にした

簡単な論文を出したんです｡ たしか, 枚数と

しては���字詰め��枚ぐらいだったと思うん
ですがね｡ そのときに偶然にも, 生産性本部

がそういう海外派遣で, 労働問題専門の中小

企業のチームをつくるということでありまし

て, 久保田鉄工 いまのクボタですね｡ そ

この下請けの下請けをやっとったものだから,

勧められて, ��枚ぐらいのレポートを出した
んですね｡

そうすると, 青年会議所と共同でやってた

ものですから, それで青年会議所と生産性本

部の派遣ということで私が採用されたと｡ こ

ういう経緯なんです｡ ですから, 私は生産性

本部は何も知らない｡ ただ青年会議所と協同

主催で派遣団をつくったということです｡ あ

のとき行きましたのは全部いれて��人ですけ
れども, ぜんぶ出自はバラバラなんですね｡

青年会議所の者もおるし, それから, 高島

(浩一) 君というのがおりますね｡ 彼なんか

大阪工業会でしたからね｡ それで青年会議所

のメンバーにも入っていました｡ けれども,

青年会議所運動についてアクティブなメンバ

ーではないんですね｡ ただ, 青年会議所をつ

くったから会員を集めんならんので (笑),

とにかくメンバーなんですね｡ 団長の高島浩

一君は鉄鋼関係の団体, 芦沢 (新二) 君て,

三和鉄軌工業というのがありますが, これは

国鉄の下請け団体からの, また大之木君は建

設業界の推薦等の選別で入ってきたんですね｡

そういうので出自はバラバラですけれども,

青年会議所のメンバーになってるというだけ

がひとつの共通項やったんですね｡ そんなん

で行ったんです｡ ですから, この��人は初め
から名刺交換してやらなきゃならん, ぜんぜ

ん知らないもんばっかり集まったということ

なんです｡

それで, 夏に１回, 簡単な講習がありまし

て, 派遣されるところはドイツのティッセン

で１週間ほどの講習でいいので, あとは欧州

全体, どこでも希望のところを見学してよろ

しい｡ 費用はぜんぶ生産性本部でみてやると

いうので, 行ったわけです｡

事前学習というのをやられたんでしょ

うか｡

塩川 事前学習は１回やっただけですね｡ そ

れは, 中小企業の立場から親請けと下請けと

の関係というので, ティッセンに行ったわけ

ですね｡ ティッセンというのは, 鉄鋼関係の

ところですね｡ ところがティッセンに行きま

したら, そんな関係はほとんどないんですね｡

向こうの中小企業というのは, 系列の中小企
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業じゃないんですね｡ ですから, 大企業も系

列にしていなくて, そこの製品と技術がいい

からというので, 何年間か契約で下請けみた

いのにしてるんですね｡ 日本みたいに ｢おま

えのとこ, 出入り業者や｣ というような, そ

ういう関係はないんですね｡ ですから, 非常

に中小企業は勉強してるわけですわ｡ 競争が

激しい｡ 日本の下請けというのは, そういう

点においては甘やかされておったということ

がわかりましたですね｡

この視察団に参加される前は, 外国に

行かれたことはおありだったんですか｡

塩川 ないです｡

これが最初の海外経験だったのでしょ

うか｡

塩川 そうそう｡ 私は戦争中, 外国なんてと

ても行けなかったからね｡

当時, 外国に行くなんていうのは, も

のすごくお金がかかることだと思いますね｡

塩川 そうそう｡ だから, 生産性本部がもっ

てくれるというんで, こんな千載一遇のチャ

ンスはないなという｡

視察の内容と視察体験

塩川 そのときの笑い話じゃないけれども,

ひとつの表象として, 私は日本の紙幣を���
万円ほど腹巻に入れて持ってったんです｡ あ

のときは１万円札はないですから, みな千円

札ですね｡ それを, １ドルいくらで換えたと

思います？ 僕はハンブルグで換えたんです｡

当時の固定相場ですと, 日本で換える

と���円が１ドルですが｡
塩川 ���円｡ それだけ日本の紙幣って値打
ちなかったんですよ｡

ああ, そうですか｡

塩川 そのことを思ったら, いま���円, 大
変なこれ経済発展ですよ｡ 私は���何円でし
たけれども, あとでパリで換えた人がいまし

てね｡ そのときは���円でしかも恩着せがま
しい｡ パリでは一般の商店で交換したのです

が, 僕がハンブルクで換えたのはホテルで換

えたんです｡

そのホテルは換えてくれたんですね｡

塩川 ええ, ハンブルクのホテルでは換えて

くれた｡ そのときはスッと, ｢これでもよか

ったら換えてやる｣ というので, 換えてくれ

たんです｡

いまパリにもいらっしゃったというこ

とをお聞きしましたけれども, ティッセンの

後にすぐにパリにいらっしゃったんですか｡

塩川 そうそう, そう｡ ドイツからベルギー

を通って, オランダを通ってパリに入ったと

思います｡ とにかく田舎者の旅ですから, あ

そこも行きたい, ここも行きたいで, とにか

く夜も寝んと走ってましたね｡ すべてが珍し

かったです｡

中小企業に視察に行くことの他にはど

んなことをされたのでしょうか｡

塩川 経営者の話を聞く｡ それは, 商工会議

所等が中心になって斡旋してくれました｡ そ

の連絡は, ぜんぶ生産性本部を通じて｡ ちょ

うど �����が発足したときなんですよ｡
これもまだ慣れてなかったですけれども, し

かし一生懸命に �����の人がコネクショ
ンをつけてくれましたね｡

なかに早稲田大学の教授の方もお一人

おられますね｡ 尾関 (守) さんという方です

が｡

塩川 経営学専門なんです｡

尾関さんは, どちらかというと皆さん

に対して解説をするというか, まとめ役みた

いな立場だったのでしょうか｡

塩川 いや, そうでもないです｡ 先生は先生

で自分でテーマを持ってきたんです｡ 毎日の

ようにミーティングをやりましたが, 先生が

まとめ役をやるとかそんなんじゃないんです｡

自分の目から見たらこうだったとかいう報告

をしてますが, みんな各人の見学成果は自分

でまとめる｡

通訳が非常に苦労しましてね｡ その場, そ
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の場で通訳はみな雇って｡ だから, 工場へ行

くとかいうときだけ通訳を雇ったら, 通訳が

高いんですよ｡ 町の散歩やとか買物のときは

みな, 手真似, 足真似してやってたんです｡

それでも２人だけ｡ 大之木 (英雄) 君は海軍

で外国の関係をやっとったんでちょっと英語

が話せるんですね｡ もう一人, 松下文昭君,

いちばん年が若かったんですが, 昭和��年ご
ろに慶應義塾を卒業したんですが, 英会話を

勉強しとったんです｡ だから, この２人が頼

りでしてね (笑)｡

しかし, その時分の話で, 笑い話ですが,

｢これいくらですか｣ というのを, ����������� �����で通ってたんやからね (笑)｡

向こうはポカーンとした顔をして, ｢わかっ

た, わかった｣ と｡���� �����だけわかれば, 何とか
通じた (笑)｡ そうすると, 向こうにいらっ

しゃる間は��人が固まりで動いていたんです
ね｡

塩川 そうそう｡

この旅の間ずっと, 日本生産性本部あ

るいは青年会議所の方が, コーディネーター

みたいな形でついて回ったのでしょうか｡

塩川 いや, それらの団体はぜんぜん回りま

せん｡

そうじゃないんですか｡

塩川 自分らで出発するときにコースを立て

て, そのコースに伴ってどこの会社に行きた

いということ, たとえばスウェーデンに行く

と, パルプの会社に行きたいと｡ 同時に, 造

船の工場を見たいとか, そういう希望だけ出

して, それで向こうへ行って, 大使館のほう

で ｢ここにコネをつけてあるから行ってこい｣

という, そういうふうな扱いでした｡ ですか

ら, 行く前に我々で勉強してコースをつくっ

て行ったんです｡

ご自分でコースをつくられたというの

は, 夏の会合のときですか｡

塩川 夏以降ですね｡ 当番みたいなのを決め

まして, 私は訪問するコースを決めていった

んです｡ 芦沢君とか高島君なんかは, どんな

企業のところを行くかということを, 一生懸

命あちこち聞いて回ったり｡ 芦沢君は, さっ

き言った国鉄の子会社ですから, 下請け会社

ですから, わりとそういうので彼は勉強して,

工場を選別してましたね｡

高島さんも製鋼会社ですから, ティッ

センとはつながりがありますね｡

塩川 そうそう｡ 彼は, その時分は富士製鉄

の下請けやったんですね｡ ここ (報告書 『西

欧の経済と経営者』) にコースが書いてない

かな｡

こちらは, 帰ってきた後に出された報

告書ですか｡ 大変に貴重なものですね｡

塩川 これ, 持っておられますか｡

いえ｡

塩川 私もこれ, 仲間に聞いたら僕だけしか

持ってないんですよ｡ みんな持ってないんで

すよ｡ 僕だけ持ってたんです｡

いくつかの報告書が生産性本部に残っ

ているんですが, それはいま目録には載って

ないかもしれません｡

塩川 これは生産性本部からです｡

生産性本部でも, 体系的にとってある

時期と, ちょっとそうではないときがありま

すので｡

塩川 これはね, 費用は青年会議所で出して

くれたんです｡ 日本青年会議所で金を出して

この本をつくったんですが, これは発行は生

産性本部で出すということで, 生産性本部に

なっておるんですね｡

当時はたぶん, 生産性本部の報告書と

いうことでかなり配られたんでしょうけれど

も, 全てが販売したものではないですから,

いつの間にかなくなっていってしまうんです

よね｡

塩川 私はなんぼか持ってたんですが, 大阪

のほうに探させたら, 私の書庫の下積みのな

かからやっと見つかってきたんです｡
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わざわざありがとうございます｡

塩川 他のメンバーに聞きましたら, みんな

ないんで弱ってるというので, じゃあこれが

終わったらもう一回, 仲間だけでつくろうか

というて, やっとるんですがね｡ これ, よか

ったら読んでみてください｡

拝見すると行程とか, それから塩川さ

んご自身もお書きになっているところがあり

ますね｡

塩川 ええ, 僕も書いてます｡ ２ヵ所, 書い

てます｡

フランクフルトの青年会議所との懇談

会というところと, ����社など｡
塩川 わりと生の実態がよくわかりますよ｡

塩川さんがご自身でご希望された訪問

先というのは｡ この会社, この分野などご希

望を出されたものはあったんですか｡

塩川 僕は運送会社なんかを出したんです｡

それは, レポートには出してないですけどね｡

当時のやり取りというか, 問答みたい

なのが書いてありますね｡

塩川 出てますよ｡

当時, どんな質問をなされたのかと,

向こうの方がどう答えたかという, 貴重な証

言ですね｡

塩川 向こうは, わりとみな率直に答えてま

すよ｡

逆に, 日本から来て貴重な情報とか技

術をとられてしまうんじゃないかというよう

なことはなかったでしょうか｡

塩川 いや, 向こうはですね, とくにフラン

ス, 英国, ドイツなどは, 日本はやっぱり後

進国で遅れておるという, 非常に僕らにした

ら時々, 侮辱的なことやなと思うようなこと

がありました｡ しかし, 北欧はわりと ｢そう

だ, そうだ｣ という共感を得て, お互いに話

し合ったような感じですね｡ ひとつは, 通訳

にもよると思うんです｡ 大使館が斡旋してく

れる通訳で, ２時間とか３時間とかレンタル

ですね｡ そのときの通訳によってだいぶ違い

ますね｡ 私はドイツに滞在しておった時分,

１週間ほどでしたが, このときの通訳は非常

によかったです｡

やはり, アメリカへ行く視察団とはず

いぶん違うなという感じがしますね｡ アメリ

カのほうは生産性本部の事務所があったので,

そこで同時通訳を養成して同行させていまし

たので｡

塩川 何年ごろですか｡

昭和��年に始められてから, アメリカ
向けはそういう体制をとっていたということ

でした｡ 生産性本部の職員の方から聞いたん

ですけれども｡

塩川 私が行ったのは昭和��年ですけれども,
その時分は日本の大使館自身がまだおろおろ

してましてね｡ 人は極端に少なかったし, 館

員がですね｡ ｢そんなの来たかて, なかなか

世話やけるほどのことじゃないよ｡ 君らで努

力せえ｣ ぐらいなことですから｡ だから, ド

イツなんかに行ったときは, 本当に言葉が通

じないんで難儀しましたけど｡ 所々, 通訳に

原文で書いてもらっておいて, それを宿舎に

持って帰って字引を引いて, ｢ああ, こうい

うんやんか｣ とかね｡ 通訳自身がわからない

んだもん (笑)｡

通訳自身が, 向こうの言ってることを

あまりよくわからないと｡

塩川 ええ｡ その言葉を書いてくれと｡

筆談みたいな状態になっていたと｡ 外

国の経営者の方で, この言葉を覚えてるなと

か, この人は立派だったなというような, ご

記憶に残っている方はおられますか｡

塩川 まあ, あえて言うと, スウェーデンの

製紙会社とパルプをつくっとる会社に行った

ら, そこの社長が, ｢日本は日露戦争に勝っ

たのに, なんで今回の戦争に負けたんだ｣ と｡

これは, 日本てすごい国だと思っておったん

でしょうね｡

彼らはロシアを嫌いですからね (笑)｡

塩川 それには返事に困ってね｡ しかし, み
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な握手して喜んでましてね｡ ｢いやあ, ええ

味方を得た｣ と思ってね (笑)｡

当然, そういうご苦労を皆さんでされ

ていると, 初めて会う人ばかりだったこの��
名の人が, 仲良くなりますね｡

塩川 そうそう, バラバラやったんですね｡

みな, ｢○○さん｣ とか言ってたのが, 終い

には ｢こら｣, ｢おい｣ というので, あだ名で

みな言うようになってしもうて, やってまし

た｡ みな親友になりましたね｡ だから, いま

でも年一回このメンバーは集まるんですよ｡

このなかで, ３人は逝去しましたが｡

全国各地, 様々な業種から集まってきたメ

ンバー

確認なんですけれども, こちらの��名
の方, 尾関さんはちょっと置いておいて, 関

西の方が多いんでしょうか｡

塩川 いや, 東京も, 静岡もいますし, 広島

もいますしね｡

全国の青年会議所から割当てで一人ず

つ, みたいな形ですね｡

塩川 京都から２人になっていますけれども,

小島というのと中田 (新三) というのと｡ 小

島というのは東京なんですよ｡ この人はホテ

ル業界から来たんです｡

ホテル業界｡

塩川 法華クラブというのがあるでしょ｡ 日

蓮宗が法華クラブを経営してた｡ ですから,

これは京都の枠じゃないんです｡ 東京なんで

す｡ そうすると東京は, 尾関と芦沢とおりま

すね｡ それから九州は, 炭鉱をやっておりま

したので, 笠原 (悟)｡

中田さんというのは, 京都で何のお仕

事をなさっていたんでしょうか｡

塩川 古い繊維問屋です｡ 反物ですね｡ 呉服

にする前の反物ですね｡

松下さん, 松文興業というのはどんな

会社なんでしょうか｡

塩川 松下というのは, 岩崎電気です｡ あそ

このオーナーなんですね｡ それから, 彼は早

くから経営はもう任せてしまって｡

やはり, こちらに参加されたのは若い

経営者の方ばかりですね｡

塩川 そうそう｡ みな��, �でしたからね｡��になってる人はいなかったですよ｡
そういう意味では, これからの人材を

育てるために, 若い人に絞って｡

塩川 そうそう, そう｡ 生産性本部はそう言

ったんです｡ だから, 青年会議所の現役のな

かから選んだと, こう言ってました｡��だと, もう出来上がった方になっ
てしまうと｡

塩川 ええ｡ ここの東京の商工会議所に, 夏

でしたね, ８月ごろかな, 急に呼び出されて,

結成会みたいなのをやって, それで初めてみ

な会うて名刺を交換したんですがね｡ そのと

きにそう言ってましたね｡

当時の生産性本部は, 渋谷にありまし

たけれども｡

塩川 僕らは商工会議所, 東京駅近くのとこ

ろの｡

お話を伺っていますと, 生産性本部が

非常に間接的にしかかかわっていないように

思うんですが, そういう理解でよろしいんで

しょうか｡

塩川 そうです｡ 生産性本部は, うちが金を

出して中小企業の人たちに勉強してもらうん

だと, こう言っていました｡ そのテーマにつ

いては, 中小企業の技術の問題や大企業と下

請け企業との関係, 更には労働問題がある｡

それから金融問題があるとか, いろんな分野

があるんだけれども, そこでその分野からひ

とつずつ選考してメンバーを組んだんだと,

こういうことですよ｡ 私はだから, たまたま

中小企業事業団の退職金共済事業団ができた

ことに対する, 中小企業の退職金を取り上げ

た｡ 資料は大阪商工会議所に頼んで, 各大阪

府下の商工会議所の製造業者の在職年数はだ

いたい何年ぐらいかとかいうことや, 退職金
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を払ってる原資は, 就業規則で払ってるのか

何で払っておるんだかという, いろんなそう

いうものを集めてデータを整理したというこ

とですね｡

その論文は, 当時の情報としては貴重

ですね｡

塩川 一生懸命集めてやったんです｡ 走り回

って｡

すごいですね｡ お話を伺って, その論

文自体, ちょっと読んでみたいと思ってしま

います｡

塩川 高島君なんか, 棒鋼をやってるんです

よ｡ 建築のバーですね｡ 富士製鉄の系列会社

で鉄屑や端板を集めて, それを電気炉に通し

て棒を引く｡ それが建築のバーになるんです

ね｡ 標準が��ミリで, 細いのやったら��ミリ,
太いのやったら��ミリとか, そういうのをや
ってるんですよ｡ 従って彼は, 鉄の下請けの

関係を書いてましたよ｡

先ほどの塩川さんのお話ですと, ドイ

ツでは下請けといっても, もう完全に上下の

関係ではなくて独立していると｡ 見てこられ

て, 今後の日本の中小企業が独立するために

はどういう強さを持たなければいけないとお

考えになったのでしょうか｡

塩川 それはやっぱり, 技術の競争が第一で

すね｡ 私は洗濯屋のところに行ったんですけ

ど, 洗濯屋の親父も言ってましたが, ｢我々

のいちばんの大事にしている財産は技術だ｣

と言ってましたよね｡ それから, 資本の独立

をしてますね｡ 日本の企業は, だいたい過少

資本で借入金で賄っている｡ ところがドイツ

では自分の全財産をなげうってやってるんで

すね｡ ですから, 僕は経営者に聞いたら,

｢俺は小さいアパートの部屋を借りて住んで

るんだよ｣ と｡ しかし, 立派な工場を持って

るんですね｡ ���何人て使ってる工場ですわ｡
日本だったら, そんな工場を持っておったら,

みな自分の邸宅ですわな｡ だから, 彼らはそ

んなことをしないんですね｡ ですから, 日本

人と経営の取り組みの姿勢は違うということ

は言えますね｡

帰国報告会で各地を巡回

もうひとつ視察団の場合, 事前学習と

視察をして, その後にこういう報告書を書く

というのもひとつのお仕事だと思うんですけ

れども｡

塩川 あとは, 見学と歴史探訪です｡

帰国後に報告会というのはやられたん

ですか｡

塩川 それはですね, あっちこっち商工会議

所とか青年会議所が主催で, 来てくれという

ので｡ そうですね, 私もだいぶ回りましたよ｡

それは, 大阪以外のところも回ったの

でしょうか｡

塩川 ええ, もちろんそうです｡

行くと, まさに青年会議所, 商工会議

所のメンバーの方がいて, ｢どうだった？｣

というような形でしょうか｡

塩川 そうそうそう｡ 感激してきたことを言

うと, みな羨ましがって｡

そうでしょうね｡ 実際に行った人の話

を聞くわけですから｡

塩川 (昭和) ��年代になってから, 佐藤内
閣になってから海外渡航を緩めましたわね｡

それまで, １人���ドル以上, 持って出られ
ませんでしたね｡ ですから, 私は漁網の関係

のところに頼んで, 繊維会社ですが, ちょっ

とヤミのドルを持って行きましたけど｡ 日本

のお金そのものを腹に巻いて持って行ったん

ですよ｡

先ほど見学や歴史探訪ということがお

話に出たんですけれども, 具体的にはどうい

うふうに過ごされていたんですか｡

塩川 史跡の見学です｡ たとえば, デンマー

クなんか行ったら, シェイクスピアの遺跡を

ずっと回る｡ ポーランドではアウシュビッツ

やワルシャワの復古作業を見学しました｡

割合としてどのくらい見学やそういう
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割と自由な時間があったんでしょうか｡

塩川 全体からみたら, 本当に真面目に勉強

して行ったというのは２分の１ですね｡ 残り

２分の１は, 見学やとかサイトシーイングで

すね｡ サイトシーイングと, それから美術館,

博物館なんかですね｡

移動にも時間がそれなりにとられてし

まいますし｡

塩川 だから, 長いこと行ってましたね｡ 約

２ヵ月近いくらい行ってたですね｡

他の視察団ですと１ヵ月でも長いんで

すけれども, ２ヵ月は非常に長いですね｡

東大阪市誕生までの経緯

ところで, 大変恐縮なんですが, ちょ

っと教えていただけますでしょうか｡ 官邸の

ホームページで経歴をとらせていただいたと

ころでは, 三晃株式会社という会社の名前が

書かれておりまして, 視察団の名簿には三容

起業という会社の名前がご所属で載っていた

んですけれども, この２つの会社の関係はど

うなっているのでしょうか｡

塩川 名称変更したんですよ｡ 私は帰ってき

ましたとき, 私のところは地主だったんです

よ｡ ３ヵ所ほど分かれてましたけどね｡

いくつも土地を持たれていたわけです

ね｡

塩川 そんなに言いたくないですがね｡ 農地

解放でぜんぶ取られてしまって, 私が復員し

てきたときには, 親の収入というのはそれに

頼ってましたしね｡ それがなかったというこ

とと, それから私の親父がずっと戦中, 戦後

から市長をやってましたので, そういうので

借財が｡ 自分のお金でやってるものですから,

いまの政治資金みたいなものはありませんか

ら, 借財がそうとうあったんですね｡ そこへ

昭和��年に, 財産税というのが掛かってきた
んです｡ あの当時, いくら以上の財産を持っ

てる者は何かの率に応じて税金を払えという

のがあったんですね｡ それで, 私のほうは農

地は取られる, 財産税は掛かってくるという

ので, 親父は ｢しょうがないんだ｡ 日本は負

けたんだから｣ と言ってたけど, お袋はもう

気違いみたいになってましてね｡ そこへ復員

してきたんですよね｡ それで, 京都の島津製

作所に頼んで上皿天秤等の衡器を売らせて貰

ったのです｡ 昭和��年頃です｡ それでつくっ
たのが三晃商会なんです｡

そもそも財産税を払うときに, 借家とか貸

し地を処分したんですが, ところがそれを簡

単に買ってくれないんですね｡ そこで５年年

賦, ��年年賦で売るということにしたんです
よ｡ そうすると, それを管理するのが必要な

ので, その三晃商会という秤を売る会社をつ

くったときに, その会社の事業の一部にそう

いう不動産管理会社的なものを業務のなかに

入れたんです｡ それを, 三容起業という名前

に変えたんです｡ これは私の個人の会社です｡

近く創業��年を迎えます｡ ほとんど仕事も簡
単でしてね｡ 要するに, 主としてペーパーを

動かすことですからね｡ 主力としては漁網会

社の経営に努力していました｡

当時の布施市は, どういう街だったん

でしょうか｡

塩川 大阪湾がずっと, いまでいう京橋のあ

たりからグーッと中に入ってましてね｡ 上本

町だとか天王寺とかの台地があって, 大阪湾

はだんだんと大和川から流れてくる土で埋ま

ってきて, 埋立地が河内という平野になった｡

ですから, 私のほうはわりといい田んぼが多

かったんですね｡ 更に���年前に大和川を直
線で大阪湾へいれたための付け替え工事とし

て新田開発をしました｡����年に視察団から帰ってこられてか
ら, その後にまた青年会議所のほうでいろい

ろご活躍されると思うんですけれども, 何か

行って帰ってきた後に関わられた活動という

のがあったら教えていただきたいんですが｡

塩川 それが３市合併です｡ 東大阪市合併運

動｡
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布施市も入って, 東大阪市ができると｡

塩川 そうそう｡ 布施, 河内, 枚岡という３

つの市が巴団子で独立している｡ これは不合

理だと私は青年会議所で ｢ひとつの市にした

らどうだ｣ と発起しました｡ この地域は昭和

９年の室戸台風で, 大阪の市内が浸水になっ

て使えなくなって, それで私らのほうへ来て

工場をやってた人たちが多いんですね｡ です

から, 昭和の初めの頃に来た人であって, そ

のほうが人口が多いんですね｡ そういう人た

ちは, 合併問題を理解してくれ応援してくれ

ました｡

それで ｢青年会議所のあの連中が言うとる

の, 一回議論してみたらどうだ｣ と, それで

マスコミが討論会を設定し, 昭和��年の年末
に, それじゃあ合併協議会をつくろうという

ことで｡ これは自治省が要請してきたんです｡

それで３市から助役が出てきて, ３市合併の

実行協議会というのをつくろうと, こうなっ

た｡ この協議会で布施市議の辰己佐太郎さん

が合併協議会事務局長に塩川を推薦するとい

うことで, 私が就任することになったんです｡

同時に市の助役も兼ねることになりました｡

布施市の助役に｡

塩川 そう, そう｡

その青年会議所のグループの考え方と,

既存のグループといいましょうか, 若手とそ

うじゃない人という間に摩擦はあったんでし

ょうか｡

塩川 いや, それはあまりなかったですね｡

むしろそうやのうて, 農家の人が自分の土地

を使って貸し工場をさしながら, 自分も仕事

を覚えて工場の下請けをやってると｡ そうい

うのが多いんですね｡ 従って街の発展という

点では一致していました｡

塩川さんご自身の思いとしては, 経営

でずっと行くのか, 政治家を目指すのかとい

うのはどうお考えだったのでしょうか｡

塩川 いや, それはもう経営で行く予定やっ

たんです｡ というのは, 親父が死んだときの

借金もあったし, それから家は財産もぜんぜ

んなくなってしもうとったし, 要するに家を

建て直さないかんと｡ 親戚もやかましい言う

し｡ 私は政治なんかやるつもりはなかったん

です｡ けど, そういう経緯があって, 合併事

務局長をやって, えらい脚光を浴びてしもう

た (笑)｡

だんだん, 引くに引けない状態になっ

てしまって｡ それで昭和��年から国政のほう
に行かれたんですね｡

塩川 そうです｡

じゃあ, 経営のほうは別の方に任せた

と｡

塩川 政治と実業は目的が違うので両立しな

いと思い, 事業の権利を売ったり財産の処分

をして実業界からは離別しました｡

この略歴をインターネットで見せてい

ただいたときはわからなかったところが, だ

いぶわかりました｡ 勉強になりました｡

視察後のメンバー間の交流

これだけ立派な報告書をつくられたん

ですけれども, おつくりになったときは, ど

のくらい皆さんで集まったものなんでしょう

か｡

塩川 帰ってきてから, 月にいっぺんぐらい

ずつ, 多いときは２回ぐらいは必ず集まって

まして｡ それがなかなか進まないんですよ,

雑談ばっかりでね (笑)｡ ｢あのときはこうだ

った｣ ｢おまえが悪いから, みんな迷惑した

ぞ｣ とかね｡ ｢あれはよかった｣ とか, そん

な話ばっかりで｡ けれども, みな期日を決め

て, 分担で書きましたから｡ そういう意味で

はわりと実行しましたね｡ ですから, これい

ま見てみたら, バランバランのようなことで

すが, 記録だけはきちっと残ってるというこ

とですね｡

では, 誰か一人がまとめ役というので

強力に引っ張っていったというのではなくて,

皆さんお互いになんとなくやりながら, でも
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つくろうということでは一致団結していたと

いうことですね｡

塩川 そうです, そうです｡ その中心になっ

たのは, 芦沢君なんです｡ 東京に移っており

ますから｡

じゃあ, 皆さんが集まるときは東京に｡

塩川 もちろんそうです｡

それは, やはり青年会議所の事務所に

集まるんですか｡

塩川 いやいや, どこかのホテルで｡ 芦沢君

の会社がしっかりしてましたんで, そこの会

社の会議室を借りたりしましたけど, だいた

いホテルですね｡

同窓会といいますか, 参加者の方々の

集まりも, 自然と集まる形でしょうか｡

塩川 東西同友会という名前にして (笑),

やっとるんです｡

それは, １年に１度ぐらいですか｡

塩川 それはほとんど ｢あっちがうまいから

食いに行こう｣ とか (笑), そんな話ですね｡

同級生みたいな感じですね｡

塩川 そうそう｡ 嫁さんがついてくるんです

よ, みな｡ 嫁さんが行きたいものだから｡

その後, 塩川先生が生産性本部とかか

わりになるというのはありましたか｡

塩川 ぜんぜんなかったんですよ｡ さっきも

言ったように, レポートを出したのは中小企

業振興事業団のなかの退職金事業団なんです

よ｡ そこに出したんですから, まさか生産性

本部なんて思ってなかった｡

視察に行かれた後は, いかがでしょう

か｡

塩川 何べんかは, 生産性本部で報告会に行

ってくれというので, あるとき仙台に行った

んと, それから岡山や小倉ぐらい行ったです

かね｡ だから, ２回ぐらい……もっと行った

かな｡ そんな程度は行きましたけど, そんな

に行ってないです｡ むしろ, 青年会議所が来

てくれというのが多かったですね｡

報告会にいらっしゃるときは, 塩川先

生ともう一人ぐらいで行かれたんですか｡

塩川 いやいや, みなそれぞれ一人ずつです

ね｡ しかし, いまにして思うと, 要するにい

ちばん若いときに非常に貴重な経験をしたと

いうね｡ それはショックは確かに大きかった

ですね｡

大企業なら自分の会社だけで行くとい

うのも可能だと思うんですけれども, 中小に

なるとこういう, 仲間をつくって見に行こう

という形になるんですね｡

塩川 それともうひとつは, 性格的にという

か, 倫理観というか, そういうのがよく似と

ったから……ですから横着するやつはいなか

ったですね｡ たとえば, 約束を守らんで迷惑

をかけるというようなことはなかったですね｡

私なんかいまでも思うんですね｡ 何時集合っ

ていうと, きちっと来てたね｡ ｢これだけは

本当にみなよう守った｣ って言うとったです

がね｡

これだけ, ある意味寄せ集めという形

で集まった方たちが, そういう一致団結を見

るというのは, すごいですね｡

塩川 それで, 大してずば抜けて賢いやつも

いなかったが, しかし出来の悪いやつもいな

かった｡ だいたい知的水準も, まあまあ揃っ

てたんですね｡

勉強になりました｡ きょうはどうもあ

りがとうございました｡
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